
１年単位の変形労働時間制協定届記入例と注意事項

「該当労働者数」欄
３６協定の②「1年単位の変形労働時間制によ

り労働する労働者」欄に記入した労働者数を記
入して下さい。

「協定の成立年月日」欄
有効期間の初日以前に協定して下さい。

「常時使用する労働者」欄

１年単位の変形労働時間制により労働する労働者
を含めた全常時使用労働者数を記入して下さい。

「期間」欄
協定の有効期間を記入して下さい。
この例では有効期間は1年として下さい。

起算日は賃金締切日の翌日として下さい。

「対象期間及び特定期間（起算日）」欄
・対象期間；１か月を超え１年以内の期間
・起算日 ；協定の有効期間初日

年間休日カレンダーを
必ず作成して下さい！

この欄の基礎資料となります。

１年単位の変形労働時間制と年間休日日数及び算出方法

1 日の所定労働時間 必要な年間休日日数 

8 時間 00 分 105 日(105 日) 

7 時間 45 分 96 日(97 日) 

7 時間 30 分 87 日(88 日) 

(  )内はうるう年(366 日)の場合の日数 

必要な年間休日日数 ＝ 
（１日の所定労働時間×７日－40時間）×365日(366 日) 

1 日の所定労働時間×7 日 

1 日の所定労働時間が 7 時間 26 分の場合、上記の式にあてはめると、年間の所定労働時間が 

280 日の限度日数を超えることになる為、1 日の所定労働時間は 7 時間 27 分が限度となります。 

(1 年 365 日の場合) 

ただし、年間労働日数を 280 日以下とするのであれば、7 時間 26 分以下とすることも可です。 

「対象期間中の1週間の平均労働時間数」欄
この欄の時間数の計算方法は

【具体例】
①1日所定労働時間 8時間00分の場合

→必要な年間休日日数105日
→年間所定労働日数=365-105=260日
→年間所定総労働時間

=8時間00分×260日=2,080時間
→1週間の平均労働時間数

=2,080時間÷365日×7日=39.89時間
=39時間５４分（60分×0.89≒54分)

②1日所定労働時間 7時間45分の場合

→必要な年間休日日数96日
→年間所定労働日数=365-96=269日
→年間所定総労働時間

=7時間45分×269日=2,084.75時間
→1週間の平均労働時間数

=2,084.75時間÷365日×7日=39.98時間
=39時間5９分（60分×0.98≒59分)

②1日所定労働時間 7時間30分の場合

→必要な年間休日日数87日
→年間所定労働日数=365-87=278日
→年間所定総労働時間

=7時間30分×278日=2,085時間
→1週間の平均労働時間数

=2,085時間÷365日×7日=39.99時間
=４０時間００分（60分×0.99≒60分)

1年単位の変形労働時間制を採用される
場合には本協定届とともに

1年単位の変形労働時間制に関する協定書
が必要になります！！

ご注意

「チェックボックス」欄 事業場労働者過半数代表者であることの✔、投票、挙手等により選出された者であることの✔

令和３年４月より新様式になります。


